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全
関
労 

２
０
２
１
メ
ー
デ
ー
を
闘
お
う 

★
命
と
権
利
を
奪
う
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
反
対
！ 

    

★
非
正
規
・
女
性
差
別
撤
廃
！ 

★
時
給
１
５
０
０
円
を
！ 

★
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
反
対
！ 

★
首
切
り
や
め
ろ
！ 

★
「
働
き
方
改
革
」
打
ち
破
ろ
う
！ 

解
雇
自
由
化
反
対
！ 

★
８
時
間
労
働
制
の
再
確
立
を
！ 

戦
争
と
改
憲
反
対
！ 
    

松戸地域メーデーへ 
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５
月
１
日
は
全
世
界
の
労
働
者
が
国
際
連
帯
で
闘
う
メ
ー
デ
ー
だ
。

１
８
８
６
年
５
月
１
日
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
は
「
８
時
間
労
働
制
」

を
要
求
し
て
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
で
立
ち
上
が
り
、
命
が
け
で
闘

い
と
っ
た
。
１
８
８
９
年
の
第
２
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
国
際
社
会

主
義
者
大
会
）
創
立
大
会
は
、
翌
年
５
月
１
日
に
「
８
時
間
労
働
制
」

を
要
求
す
る
ゼ
ネ
ス
ト
を
呼
び
か
け
、
国
際
連
帯
闘
争
日
と
し
た
。
以

降
、
毎
年
世
界
各
地
で
メ
ー
デ
ー
が
闘
わ
れ
て
い
る
。 

 

日
本
で
は
１
９
２
０
年
５
月
２
日
、
「
失
業
の
防
止
・
最
低
賃
金
制

の
確
立
・
８
時
間
労
働
制
・
シ
ベ
リ
ア
即
時
撤
兵
等
」
を
要
求
し
て
第

１
回
メ
ー
デ
ー
が
取
り
組
ま
れ
た
。
し
か
し
１
９
３
６
年
に
は
「
戒
厳

令
」
が
敷
か
れ
、
そ
の
後
「
産
業
報
国
」
を
理
念
と
す
る
翼
賛
運
動
が

推
し
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
ほ
と
ん
ど
の
労
働
組
合
・
労
働
者
が
侵

略
戦
争
に
加
担
し
て
い
っ
た
痛
苦
な
歴
史
と
責
任
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
メ
ー
デ
ー
は
労
働
者
の
基
本
的
権
利
を
闘
い
と
る
国
際
連
帯
闘
争

日
で
あ
る
と
と
も
に
反
戦
国
際
連
帯
闘
争
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ

る
。 

 

労
働
者
市
民
に
犠
牲
を
転
嫁
す
る 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
ゆ
る
す
な 

 

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
。
こ

の
間
、
安
倍
―
菅
政
権
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
そ
の

犠
牲
を
労
働
者
市
民
に
転
嫁
す
る
だ
け
で
あ
り
、
「
東
京
五
輪
」
開
催 

そ
し
て
労
働
者
か
ら
搾
取
と
収
奪
を
強
化
す
る
「
働
き
方
改
革
」
を

推
し
進
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
専
門
家
委
員
会
か
ら
勧
告
が
出
さ
れ
て
い

る
非
正
規
公
務
員
労
働
者
の
労
働
基
本
権
剥
奪
の
「
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
」
、
非
正
規
労
働
者
の
低
賃
金
・
ク
ビ
切
り
自
由
の
拡
大
・
固

定
化
を
強
化
す
る
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
」
制
定
な
ど

労
働
法
制
全
面
改
悪
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
低
賃
金
・
無
権
利
の
外
国

人
労
働
者
移
入
を
拡
大
し
、
人
権
侵
害
、
使
い
捨
て
を
強
化
し
て
い
る
。 

  

松
戸
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
３
月
末
日
、
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
に
よ
る
組
合
つ
ぶ
し
、
准
看
差
別
の
雇
止
め
解
雇
を
強

行
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
は
院
内
感
染
が
お
こ

ろ
う
と
も
医
療
労
働
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
お
こ
な
わ
ず
、
命
よ
り
も
利 

「
働
き
方
改
革
」
を
打
ち
破
り 

首
切
り
自
由
を
阻
止
し
よ
う 

反
戦
・
国
際
連
帯
で
闘
お
う 

を
主
眼
に
経
済
（
独
占
資
本
）
最
優
先
で
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
多
く
の
労
働
者
が
失
業
や
解
雇
に
追
い
込
ま
れ
、
命
ま
で
奪

わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
憲
法
改
悪
と
日
米
安
保
体
制
強
化

を
推
し
進
め
、
新
た
な
戦
争
天
皇
制
国
家
に
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る

の
だ
。 

「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
反
対 

松
戸
市
医
療
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
首
切
り
弾
劾 



                          

８
時
間
労
働
制
の
再
確
立
を 

戦
争
反
対
・
憲
法
改
悪
を
阻
止
し
よ
う 

益
を
優
先
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
非
正
規
差
別
・
女
性
差
別
撤
廃
―

有
期
雇
用
・
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
廃
止
！
全
国
一
律
最
賃
１
５
０

０
円
を
掲
げ
、
４
・
30
松
戸
地
域
メ
ー
デ
ー
を
闘
う
。 

４
・
30
松
戸
地
域
メ
ー
デ
ー

へ 

松
戸
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
（
病
院
）
は
、
今
年
３
月
末
、
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
１
年
目
で
組
合
員
を
は
じ
め
会
計
年
度
任

用
職
員
３
名
を
雇
止
め
解
雇
し
た
。 

組
合
は
、
組
合
員
の
解
雇
撤
回
・
職
場
復
帰
の
団
交
を
申
し
入
れ
、

職
場
や
市
民
、
患
者
に
対
す
る
情
宣
と
署
名
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。「
働

き
続
け
た
い
」
と
の
組
合
員
の
要
求
に
対
し
、
第
１
回
目
の
団
交
で
、

病
院
は
「
持
ち
帰
っ
て
検
討
す
る
」
と
回
答
し
た
。
し
か
し
、
病
院
は
、

「
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
」
と
か
、
誰
に
で
も
あ
る
よ
う
な
ミ
ス
を
こ

と
さ
ら
取
り
上
げ
て
「
選
考
漏
れ
」
の
理
由
に
し
て
き
た
。
ま
た
診
療

報
酬
増
を
図
る
目
的
で
組
合
員
他
１
名
の
准
看
護
師
を
正
看
護
師
に

置
き
換
え
る
と
い
う
准
看
差
別
排
除
の
解
雇
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。 

30
年
も
の
長
期
に
わ
た
り
契
約
更
新
を
繰
り
返
し
て
働
い
て
き
た

組
合
員
は
、
無
期
雇
用
転
換
の
申
し
込
み
を
先
頭
で
担
っ
て
き
た
。
そ

の
後
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
に
際
し
、
フ
ル
タ
イ
ム
パ
ー
ト
か

ら
短
時
間
勤
務
へ
の
移
行
に
際
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
パ
ー
ト
労
働
者
全

員
の
「
現
給
保
障
」
を
か
ち
と
っ
た
。
こ
う
し
た
非
正
規
差
別
と
闘
う

組
合
を
つ
ぶ
す
た
め
に
、
病
院
は
唯
一
公
然
組
合
員
を
狙
い
撃
ち
解
雇

し
た
の
だ
。
組
合
員
は
「
こ
ん
な
制
度
は
な
く
し
て
ほ
し
い
」
と
言
い

な
が
ら
も
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 

雇
止
め
解
雇
を
合
法
化
し
、
非
正
規
女
性
労
働
者
を
さ
ら
な
る
使
い

捨
て
可
能
な
存
在
に
落
と
し
込
め
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
廃

止
す
る
し
か
な
い
。
団
結
し
て
廃
止
ま
で
闘
お
う
。 

 

組
合
つ
ぶ
し
の
雇
止
め
解
雇
を
ゆ
る
さ
な
い
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
戸
市
立
病
院
分
会 

 

 

今
こ
そ
世
界
の
労
働
者
の
闘
い
に
学
び
、
連
帯
し
て
、
長
時
間
・

過
密
労
働
を
廃
止
し
て
８
時
間
労
働
制
の
再
確
立
、
全
国
一
律
最
低

賃
金
時
給
１
５
０
０
円
を
か
ち
と
ろ
う
。
労
働
者
階
級
の
解
放
を
め

ざ
し
、
差
別
と
貧
困
、
差
別
と
排
外
主
義
の
戦
争
と
改
憲
阻
止
を
闘

お
う
。
菅
政
権
を
打
倒
し
よ
う
。 

◆４月 30日（金） 

＊10 時 

 松戸市総合医療センター 

 抗議申し入れ行動 

 

＊12 時 15 分 

 松戸市役所前情宣と 

＊13 時  

松戸市長申し入れ行動 

 

＊14 時デモ行進 

 小根本公園へ移動 

 松戸市役所近くで流れ解散 

 



                          

過
重
・
過
密
労
働
を
な
く
す
た
め
に
人
員
増
を 

大
橋
病
院
分
会 

 

 

 

２
月
17
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接
種
（
以
下

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
）
が
行
な
わ
れ
、
医
療
従
事
者
に
続
き
、
４
月
12

日
か
ら
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

 

今
回
の
ワ
ク
チ
ン
は
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
作
ら
れ
た
「
核
酸
ワ
ク
チ

ン
」
で
あ
り
、
安
全
性
、
有
効
性
が
十
分
検
証
さ
れ
な
い
ま
ま
行
な
わ

れ
て
い
る
中
で
法
人
に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
強
制
し
な
い
よ
う
以

下
の
申
し
入
れ
を
行
い
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。 

◆ 

１
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と
同
様
、
利
用
者
及
び
職
員
に
対
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
ま
た
は
強
制
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
法
人

及
び
事
業
所
に
よ
る
推
奨
は
、
利
用
者
及
び
職
員
に
と
っ
て
は
事

実
上
の
強
制
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

２
．
利
用
者
及
び
職
員
に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
わ
る
お
知
ら
せ

や
要
請
な
ど
を
発
信
す
る
際
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
る
か
否
か

は
本
人
の
判
断
（
自
由
意
志
）
で
あ
る
旨
を
明
記
ま
た
は
明
示
し

て
く
だ
さ
い
。 

３
．
利
用
者
及
び
職
員
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
、

施
設
利
用
上
ま
た
は
勤
務
上
、
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
し
た
り
、

ま
た
は
そ
の
旨
を
示
唆
す
る
な
ど
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

４
．
す
で
に
昨
年
10
月
14
日
付
「
世
田
谷
区
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（
社
会
的
検

査
）
実
施
に
関
わ
る
申
し
入
れ
」
な
ど
で
申
し
入
れ
て
い
る
同
社

会
的
検
査
を
該
当
事
業
所
に
お
い
て
速
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
手

続
き
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

以
上 

     

 

組
合
は
、
新
病
院
移
転
時
に
病
棟
看
護
補
助
労
働
者
の
配
置
人
員
数

を
削
減
し
た
こ
と
に
よ
る
過
重
・
過
密
労
働
を
な
く
し
、
患
者
・
労
働

者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
病
棟
看
護
補
助
労
働
者
の
人
員
要
求
を
し
て

き
た
。
職
場
で
は
、
看
護
補
助
労
働
者
か
ら
「
日
勤
帯
で
人
を
入
れ
て

ほ
し
い
」
「
夜
勤
看
護
師
も
足
り
な
い
」
と
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。 

東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
大
橋
病
院
は
、
昨
年
11
月
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
に
よ
る
「
赤
字
解
消
」
の
た
め
と
し
て
、
「
急
性
期
夜
間

看
護
補
助
加
算
」
の
取
得
、
す
な
わ
ち
看
護
補
助
労
働
者
の
23
時
ま
で

の
夜
勤
（
準
夜
）
勤
務
を
派
遣
で
導
入
し
た
い
と
提
案
し
て
き
た
。 

組
合
は
、
夜
勤
帯
で
の
過
重
労
働
を
や
め
、
日
勤
帯
の
人
員
補
充
を

お
こ
な
い
、
派
遣
の
導
入
を
や
め
る
よ
う
要
求
を
突
き
つ
け
た
が
、
法

人
は
、
「
人
員
は
増
や
せ
な
い
。
人
件
費
が
か
か
る
」
と
現
場
の
過
酷

な
労
働
実
態
を
一
切
無
視
し
、
３
月
に
派
遣
契
約
を
強
行
し
た
。 

大
橋
病
院
看
護
部
長
は
、
職
場
の
要
求
を
封
じ
込
め
よ
う
と
夜
勤
看

護
補
助
者
の
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
「
決
定
事
項
」
と
し
て
説
明
す
る

な
ど
組
合
否
認
の
態
度
を
と
っ
た
。
組
合
は
こ
う
し
た
病
院
の
や
り
方

に
抗
議
し
、
派
遣
看
護
補
助
労
働
者
に
よ
る
夜
勤
（
準
夜
）
勤
務
導
入

に
強
く
反
対
し
た
が
、
病
院
は
新
た
な
勤
務
体
制
を
強
行
実
施
し
た
。 

３
月
末
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
発
生
し
た
際
も
緊
急
時
に
対
応
で
き

る
人
員
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
安
心

し
て
働
け
る
職
場
、
安
心
し
て
か
か
れ
る
病
院
に
す
る
た
め
に
、
団
結

を
固
め
て
人
員
増
要
求
の
声
を
引
き
続
き
あ
げ
て
い
き
た
い
。 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
強
制
反
対
を
申
し
入
れ 

地
域
分
会
介
護
職
場 


